
O一ユトロフニノールの濃縮魔試験成頼報告書

t　試験期間

2　試　料　名

構　造　式

性　状

昭和52年4月21日’一昭和52年10月21日

0一ニト・フエノール（試料姦K－2酬）

鴫釧
ゆ

純　廣9”弱（σCによる）

組成他成分水分こ0‘チ

凝固点4“℃　比重～“（20℃）

漕　郷　熱水に可漕

　　　　　　　　　　（提示資料による）

敦　試験方法及び乗件

1二1繍トー…一一一・

　蕊1　試験装置及び機器

　　　⇔水票環境詞釦装置　流水式
　　　㈲高道減俸ク・マト拶7　化学量安全センノ→植立

　　　　禦外可視分売元慶爵　　　日立製作所製　‘24皇

＆2　試験乗件　　・

5．2．f　1L蟄試験

　　←）試験魚

　　　　ヒメ〆カη【物体■一腹29、壇化第二水銀検定合幅煮凝

　　　藁田籍健二　用オ【と』薩水　」邑＿　f2，葬）f505（1972）

　　

@　
@　

w
、

（b）　分散剤及び分散法

分散剤

分散法

硬化ヒマシ油（HCO－fOO〉

供試物質59と硬化ヒマシ油怖8を湯浴上でア

セトンに漕解後アセトンをロ一夕リーエバポレ

一夕ーで留去し、イオン交換水で500虹1に定害

して10000p1血（碗）の原液を調製した。

（⇔徽甑25士2℃

但）結果4嚇間質岨伽殖（り）
5．2．2　 濃縮度試験

　　　←）外部消毒及び順化

　　　　OO　外部消毒　止六状態で｛OP1皿壇醒ク口口テトラサイク

　　　　　　　　　　　リン漕液で24時間薬瀞を行った。

②順化25℃×2田
㊤）試験水槽

（c）試験魚

但）分散法

（●）試験重度

　ガラス製　客　量　　1001

　　　　　流水量5791ノ甘
（原液：希釈永2皿：400皿）

コイ　 平均体重約289
　　　平均体長約寸0“

五2．1働に同じ

25士2℃

の蹴槽鱒諏案図＿16。≦7釧



㈲　水槽濃鹿

　　設定理由

設定値

　　　　　　　　　　　1　　　　　1

481L唯伽卿の一ｺ及びr序臓定

した．

（単位PP彫v）
1

愉．．．

｛

1第2濃度区　　0・｛
一　　　、一一一一＿．．．

1硬化ヒマシ抽

　　HCO－100

　　　義。

巳5

P

実測値

　衰一1 濃縮倍率を求めるための平綴（単位四罵／V）

匡蕪1蘇調

以下次頁に続く

5．2，5　　分析試料の前処理

　　←）魚　体

　　　　　　　墜鑑定

　　　　　　　　　l
　　　　　　　　　i　　　　　　　　　　・細片化

　　　　　　　　　l
　　　　　　　　　l・振とう　（｛5分間〉
　　　　　　　　　r

本 刷テトラヒト亟亘

　　　　　　・脱水（無水硫酸ナトリウム）

　　　　　　。浸篇（ロータリー二橘ポレ」り一で約10皿1に）

　　　　　1
　　　　　　←ベンゼン　50皿工　　　　．

」　　　　　　・韻縮（・→！ザ朗梱で約5凪に）　　　　　　・カラムグロマトによるクリーンアププ娠1　崇2

　　　　　　　　　　　　　　　　　・

以下次頁に続く



崇｛　　カラムクロマ｝・グラフィー廉イ牛

　充てん剤　　5嶺含水シリカゲ》（ワコーゲルC－200）10gをペン竪

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ンで充てんする

　タ・マト管　ガラス　20簾戸

　溶　離　液　　ベンゼン

　　　　　　供試物質は初めの50雌に漕出し、これを5鼠ま

　　　　　　で濃縮して次のカラムに移’ナ。

巌2　カラムクロマトグラフィ同乗件

　充てん謂　 5づ含水酸性アル～ナ108をベンゼンで充てんする

　ノ・マ》管　ガラス　20鵬戸

漕離液　第1フジクシ暫ンベγrク　50皿
　　　　　　　繁2フラノシ”ンクロロホルム　50皿

　　　　　　　第57ラタシ・ロン　5弾メチツレヲつレコーヲレ倉’；有クロロホルム　　50mユ

　　　　　　供試物質は第57ラノシ冒ンに漕出ナる．漕出層

　　　　　　　を約10m1雲で濃縮し、　メチルアルコール50皿

　　　　　　を加えて再変約10mlまで濃縮し、メチルアルコ

　　　　　　ールで25皿1に定客してHLC試料とした．

　㈲　試験水

　　　　試　験　水i
　　　　　　　　　　I

　　　　第1濃度区第2濃度区

・採水　　100皿1　　1000皿1

←酸塊酸　　　1皿　　　　10皿1

。アンメ」ヴイト】【▲D－2に一吸着

　　　　　（20顧戸カナムに高さf　O幅充てん）

以下次頁に続く

前頁より引続き

障刷け沙リィトx▲力確層

一 、←イオ：ソ交換水　 50コ吐
i

　・水洗

越塵イト欺　2層
　　　　　　　　　！←灘ア水含有アセトン※　250皿

一r

四ト■▲D－2
　　　　　　　一

　　　　　　　　　「

溶 出司
　‘濃縮（ロ→叩一こパ赦｛ヲーで約5】皿まで）

　←α0伽一水酸化ナトリウム溶液

』10量1に定容
1

巌

　Il
　l・分光光度計試料一
　ll

特級2騒アンモユア水：アセトンロ10岨：990皿

以下次頁に続く



　＆24　分析条件

　　　高速液体クロマトグラフ　傍品難・センター融

　　　　ポ　　ン　　プ　　　キルトンロイ社製　8】r・一〇596－57翌

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（〆ンγL付）

　　　　検　出　器　　　シ冒フニ肚裏　O■770量

　　　　固　定　相　　日立製作所　日立ゲル　5010

　　　　カ　　ラ　　ム　　　 スチン’レス　　21■臨月×56面

　　　　溶　離　液　　　5多五一ヘキサン含有メチルアルコール

　　　　瀾是彼畏　　　545nm

　　　紫外可視分光光度計　日立製作所製　624望

　　　　・セ　　　　ル　　　10　×　10血

　　　　波　　　　 長　　　 500　～　260n皿

　　　測　定　波　長　　　　415コ皿

　　　　　　　表一2　濃　　縮　　倍　　率

ハ

4　賦験結果

薗鑓憾㌶跣辮
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→

一か劉幽．
　　　　崇　5」にて説明

5r5　　5，5，‘

5．モの他
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
　＆1　試験結果の表示について

　　機器の検出限界は（図一2参照）約2卿でうる。魚体重50

　　9，最終液量25凪1，回収率75多と考えれば

　　　　　　　2
　　　　　　　　　　幸22騨となり
　　　　　75　　5．0
　　　　一一一一X－　　　　　100　　25

　魚体中濃度で約2．2p興が分析限界である。

　　濃縮性が低い場合、水槽濃魔は設定にほぼ近いと考えれば、

　　　　　22　　　　　　　2．2
　　　　一国22　　一一。雪22　となシ
　　　　　1　　　　　　　巳1

　ナなわち第て濃度区2．2倍以下、第2濃度区22倍以下表示とし

　た。

ε2　供賦物質の吸収スペクトルについて

　　供試物質の極大吸収は（図一18参照）545皿にあり急これ

　をアルカリ性にしてナトリウム型にすると（図一7参照）極大

　吸収は4151皿に移動ナるサ　　　　　　　　．

　　したがって、高速液体ノロマトグラ7にての魚体分析では、

　測定波長は545血であり、水分析では4151皿での値を測定し

　た●

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　　　上


